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１ はじめに 

本校は、一般２１学級、帰国３学級から成る、愛知教育大学の附属学校である。 

本校における食育は、総務主幹・研究部長・教務部長・養護教諭・栄養教諭で構成される食育

保健研究部が中心となり、全校体制で取り組んでいる。学級活動や給食指導、掲示物による指導

を中心に、食育の充実を図っている。 

 

２ 課題設定 

本校の児童は、給食の様子や食生活調査の結果から、給食が好きで楽しみにしていると言える。

また、食育の授業で学んだことを、給食や家庭で実践しようとする姿勢も見られる。一方で、ほ

ぼ全学年に共通して、以下のように正しい食事のマナーが身に付いていないことが分かった。 

(1) 食事の挨拶に対する意識が低い 

  給食の前後に学級の全員で行う挨拶に対する意識が低く、挨拶の途中で食べ始める、挨

拶の声が小さい等、形式的に行っている様子が見られる。調理場へ食器具を返却する際の

挨拶も同様である。 

(2) 食器に米粒や野菜を残したまま返却する 

 全学年を通して、食器に食べ物を残さずにきれいに食べるという意識が低く、米粒や野

菜を食器に残したまま返している。 

(3) 偏った食べ方をする 

① おかずと米飯を交互に食べずに、おかずだけを先に食べる「ばっかり食べ」をしている。

その結果、最後に米飯だけを残してしまう児童が、低・中学年を中心に多い。 

② 丼やカレーといった米飯にかけて食べる献立のときだけでなく、煮物やみそ汁等も米飯

にかけて食べる。児童は、「家でもこうやって食べる」と話しており、自分の食べ方が偏っ

ているという意識はないようである。 

(4) よく噛まずに食べる 

① よく噛んで食べることを意識できておらず、10 回未満の咀嚼で飲み込むように食べて

いる。このような児童は、給食を食べ終わるのが５～10分以内と早い傾向にある。 

② ゆっくり時間をかけて食べている児童も、何度も噛んでしっかり味わいながら食べる様

子は、あまり見られない。 

(5) 正しく箸を使えない 

① 箸の正しい持ち方ができず、うまくおかずを挟めずにこぼしながら食べたり、どんなも

のもスプーンのようにすくって食べたりする姿が、低・中学年を中心に多い。 

② 「くわえ箸」や「さし箸」といった、「嫌い箸」をしている姿がよく見られる。 

 

正しい食事のマナーを身に付けることは、一緒に食事をとる相手への思いやりであり、楽しい

食事につながるものでもある。豊かな社会生活を営むためにも、基礎的な生活習慣が形成される

小学生の時期に、正しい食事のマナーを身に付けさせる必要があると考える。 

そこで、児童の食事のマナーの向上と定着を目指し、食育の取組を行うことにした。 

取組は、学級活動、給食事前指導として行う 15 分間の食育ミニ授業、掲示物による指導の３

種類を中心として行った。以下に、取組の一部を紹介する。
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（2）15 分の食育ミニ授業における指導 

全学年共通 「箸の正しい使い方を知ろう」 

箸の正しい使い方を身に付けることは、全学年に共通の課題である。そこで、全学年に実施し

ている給食訪問の前に、箸の正しい使い方について 15分間の食育ミニ授業を行い、その後の給食

訪問時の個別指導につなげた。 

 授業の流れと児童の様子  

まず、箸の使い方について、クイズ形式で様々な「嫌い箸」の呼び方について知らせ、なぜい

けないのかを考えさせた。出題する「嫌い箸」の種類は、低・中・高学年ごとに難易度を変える

ことにした。児童は、「刺し箸はよくやっちゃう」「よせ箸は時々やっているけど、おかずがこぼ

れて危ないね」と、自分の箸の使い方を振り返りながら考えていた。 

次に、箸の持ち方については、割り箸を配付し、イラストを見せながら持ち方を確認させた後、

正しい箸の持ち方で大豆をつまんで運ぶゲームを通して、持ち方の練習を行わせた。どの学年に

おいても、ゲームは盛り上がり、楽しく箸使いの練習をすることができた。 

 

 

 

 

 

 

 指導後の児童の姿  

授業後の給食では、ミニ授業の際にうまく箸を使えなかった児童を中心に個別指導を行った。

児童は、慣れない箸の持ち方に苦戦しながら給食を食べていた。間違った箸の持ち方に慣れてい

ると、すぐに直すことは難しいため、「家でもお家の人と一緒に練習しながら食べてみようね」

と、家庭でも正しい箸の持ち方を練習するよう伝えた。 

また、「先生、この持ち方は正しいかな？」と質問して、箸の正しい使い方を意識して食べる

様子や、「正しい持ち方をしたら、米粒を上手につまめたよ」と、正しく箸を使えるようになっ

たことを喜ぶ様子が見られた。 

 

（3）掲示物による指導 

正しい食事のマナーを身に付けるためには、授業による指導だけでなく、日々の給食時間にお

ける継続的な指導が重要である。そこで、マナーについての掲示物を教室に掲示し、これを活用

して毎日の給食の中で継続的に指導を行った。 

掲示物は、「食器の正しい並べ方」「箸の正しい持ち方」を伝える内容とし、各学級の教室に常

時掲示した。また、献立名や給食の紹介が記載され、毎日給食の前に児童が読み上げている「給

食カレンダー」に、食事のマナーについての内容を加えることで、日々の給食の中で児童の食事

のマナーへの意識を高めることができるようにした。 

児童は、掲示物を見て、自分の食器の並べ方や箸の持ち方を確認しながら給食を食べることが

できていた。また、「今日はごはんにかけていいメニューの日だよね」「ばっかり食べじゃなくて、

交互食べしなきゃね」と給食カレンダーに記載された内容を意識しながら食べる様子も見られた。 

【嫌い箸のクイズを行う様子】 【箸の持ち方を指導する様子】 【箸の持ち方を練習する児童】 【大豆運びゲームに取り組む児童】 
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